
香 芝 市 の

※車いす体験をご希望の場合も
ご相談ください。

小学校
３年生以上
対象

障害(視覚･身体)のあるかたと

交流し、思いや生活を知ろう

★講 師  香芝市社会福祉協議会
★所要時間 ４５分

聴覚障害のあるかたと

交流し、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとろう
知的障害･発達障害について
知ろう

自分を大切に思い、他者への思いやりの心を育む
力や、様々な個性や違いを認め合い、共に生きるた
めに大切なことを学びます。「みんなが笑顔になる
まち」について児童・生徒自身が自分たちに何がで
きるか考えましょう。

「ふくし」ってなんだ？
～みんな違ってみんないい～

香芝市および香芝市社会福祉協議会では、障害理解の促進を図るため、下

記４つの出前メニューを用意しています。

障害のある当事者などと知り合い、「障害者」ではなくその人自身の強み

を知っていただき、地域には様々な背景を抱えている人々がいて、自分たち

と同じまちで生活していることを一緒に学んでいきましょう。

各学校のご希望に応じて、内容・所要時間の調整ができるものもございま

すので、まずはご相談ください。

・視覚障害のあるかたからの講話や実演

★講 師  香芝市聴覚障害者協会
★所要時間  ４５分～

★講 師  視覚・身体に障害のある当事者
★所要時間 ９０分～１８０分

★講 師  香芝市手をつなぐ育成会
★所要時間  ４５分～

【内容例】

・盲導犬ユーザーからの講話
・車いすユーザーからの講話
・車いすを使って生活しているかた
の普段の生活の様子の動画鑑賞

・視覚障害のあるかたへの手引き
など

挨拶や自己紹介など、日常生活でよく使うことば

を中心に手話を学び、聞こえない・聞こえにくいか

たがたとのコミュニケーション能力を高めましょう。

【内容例】

・聴覚障害のあるかたから
の講話

・手話を使わなくても、
表情や身振り手振りで
伝える方法を学ぶ

・簡単な手話を学ぶ

疑似体験を通して、発達障害や知的障害について
学びましょう。
そして、自分自身にも周りの人にも、苦手なこと

や得意なことがあることを考えるきっかけにしま
しょう。

・見え方、聞こえ方の体験
・軍手をはめて折り紙体験
・支援学校ってどんなところ？

【内容例】

＊４年生以上推奨

【その１・その２ 問合せ・申込先】

香芝市社会福祉協議会（担当：國島・田中）TEL：0745-76-7107 FAX：0745-76-7104

ふ く し教育

【その３・その４ 問合せ・申込先】

香芝市社会福祉課（担当：中川・新宮）TEL：0745-79-7151 FAX：0745-79-7532
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